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は
じ
め
に

　
西
晉
の
杜
預
の
『
春
秋
左
氏
経
伝
集
解
』
は
、
史
官
が
史
実
に
評

を
付
け
る
こ
と
が
、「
魯
の
春
秋
」
に
対
し
て
、
周
公
が
「
凡
例
」

を
含
ま
せ
、
孔
子
が
「
変
例
」を
込
め
た
行
為
に
準
え
得
る
と
「
史
」

を
宣
揚
し
（
（
（
た
。
こ
の
た
め
、
東
晉
で
は
、
孫
盛
の
よ
う
な
「
史
評
」

を
著
す
こ
と
が
流
行
す
（
（
（
る
。
袁
宏
の
『
後
漢
紀
』
に
も
、「
袁
宏
曰
」

か
ら
始
ま
る
史
評
が
四
十
九
条
収
録
さ
れ
る
。
袁
宏
の
史
評
に
は
、

ど
の
よ
う
な
特
徴
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
東
晉
の
袁
宏
は
、
南
朝
貴
族
の
名
門
の
一
つ
「
陳
郡
の
袁
氏
」
の

出
身
で
あ
り
、
同
郡
の
謝
尚
に
評
価
さ
れ
、
謝
尚
の
安
西
将
軍
府
参

軍
と
し
て
起
家
す
る
。
や
が
て
、
大
司
馬
桓
温
の
記
室
参
軍
と
な
り
、

太
和
四
（
三
六
九
）
年
、
桓
温
の
北
伐
に
際
し
て
「
北
征
賦
」
を
著

し
（
（
（

た
。
そ
の
際
、
河
北
の
荒
廃
を
見
た
桓
温
が
、
僚
属
と
共
に
平
乗

楼
に
登
っ
て
中
原
を
眺
望
し
、
あ
ま
り
の
荒
廃
ぶ
り
を
嘆
い
て
、

「
遂
に
神
州
を
し
て
陸
沈
し
、
百
年 

丘
墟
た
ら
し
む
る
は
、
王
夷
甫

の
諸
人
、
其
の
責
に
任
ぜ
ざ
る
を
得
ず
」
と
言
っ
た
こ
と
に
対
し
、

直
ぐ
さ
ま
「
運
に
自
づ
か
ら
廃
興
有
り
、
豈
に
必
ず
し
も
諸
人
の
過と

が

な
ら
ん
や
」
と
答
え
（『
世
説
新
語
』
軽
詆
第
二
十
六
）、
府
職
を
罷

免
さ
れ
て
吏
部
郎
に
転
任
し
て
い
る
。
袁
宏
が
王
衍
（
王
夷
甫
）
を

弁
護
し
た
の
は
、
王
衍
た
ち
の
清
談
で
西
晉
が
滅
ん
だ
と
い
う
「
清

談
亡
国
論
」
に
反
発
し
て
い
た
た
め
で
あ
（
（
（
る
。
軍
事
力
に
よ
り
台
頭

し
、
東
晉
で
専
権
を
握
る
桓
温
に
、
貴
族
の
存
立
基
盤
で
あ
る
文
化

を
国
家
滅
亡
の
理
由
と
さ
れ
た
く
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
袁
宏
が
著
し
た
『
後
漢
紀
』
は
、
范
曄
の
『
後
漢
書
』
と
並
ん
で
、

後
漢
時
代
を
理
解
す
る
た
め
の
基
本
史
料
で
あ
る
が
、
そ
の
成
立
は

『
後
漢
書
』
よ
り
も
、
約
五
十
年
ほ
ど
早
（
（
（
い
。
荀
悦
の
『
漢
紀
』
を

継
承
す
る
編
年
体
の
史
書
で
あ
る
た
め
、『
後
漢
書
』
よ
り
も
分
量

は
少
な
い
が
、
殤
帝
の
延
平
元
（
一
〇
六
）
年
の
尚
敏
の
上
疏
・
安

帝
の
永
初
三
（
一
〇
九
）
年
の
魯
丕
の
対
策
文
・
順
帝
の
永
建
四
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（
一
二
九
）
年
の
朱
寵
と
鄭
凱
の
論
争
・
同
陽
嘉
二
（
一
三
三
）
年

の
馬
融
と
張
衛
の
対
策
な
ど
、『
後
漢
書
』・『
資
治
通
鑑
』
な
ど
に

は
記
載
さ
れ
ず
、『
後
漢
紀
』
の
み
に
伝
わ
る
史
料
も
多
い
こ
と
は
、

宋
の
王
応
麟
が
指
摘
す
る
通
り
で
あ
る
（『
困
学
紀
聞
』
巻
十
三
）。

　
そ
れ
で
は
、
袁
宏
の
『
後
漢
紀
』
は
、
歴
史
書
と
し
て
ど
の
よ
う

な
特
徴
を
持
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
執
筆
意
図
よ
り
検
討
し
て
い

こ
う
。

一
、
あ
る
べ
き
史
を
描
く

　
袁
宏
は
『
後
漢
紀
』
を
執
筆
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
序
で
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

予 

嘗
て
後
漢
の
書
を
読
む
に
、
煩
穢
・
雑
乱
に
し
て
、
睡
り

て
竟を

ふ

る
能
は
ざ
る
な
り
。
聊
か
暇
日
を
以
て
撰
集
し
、
後
漢
紀

を
為
る
。
其
の
綴
る
所
は
、
①

漢
紀
・
謝
承
の
書
・
司
馬
彪
の

書
・
華
嶠
の
書
・
謝
沈
の
書
・
漢
山
陽
公
記
・
漢
霊
献
起
居

注
・
漢
名
臣
奏
を
会
し
、
旁
ら
諸
郡
の
耆
旧
先
賢
伝
に
及
ぶ
ま

で
、
凡
そ
数
百
巻
な
り
。
②

前
史

闕
略
し
、
多
く
次
叙
あ
ら

ず
。
錯
謬
・
同
異
、
誰
か
之
を
正
さ
し
め
ん
。
経
営
す
る
こ
と

八
年
、
疲
れ
て
定
む
る
能
は
ず
。
頗
る
伝
ふ
る
者
有
り
、
始
め

て
①

張
璠
の
撰
す
る
所
の
書
を
見
る
に
、
其
の
漢
末
の
事
を
言

ふ
こ
と
差や

や

詳
ら
か
な
り
。
故
に
復
た
探
り
て
之
を
益
す
（『
後

漢
紀
』
序
）。

　
袁
宏
が
『
後
漢
紀
』
を
著
す
際
に
参
照
し
た
史
料
は
、
後
漢
時
代

に
東
観
で
編
纂
さ
れ
た
①
『
東
観
漢
紀
』
の
ほ
か
、（
孫
呉
）
謝
承

の
『
後
漢
書
』・（
西
晋
）
司
馬
彪
の
『
続
漢
書
』・（
西
晋
）
華
嶠
の

『
漢
後
書
』（『
隋
書
』
經
籍
志
は
『
後
漢
書
』
と
す
る
）・（
西
晋
）

謝
沈
の
『
後
漢
書
』・（
晋
）
楽
資
の
『
漢
山
陽
公
記
』・
著
者
未
詳

の
『
漢
霊
献
起
居
注
』・（
西
晋
）
陳
寿
の
『
漢
名
臣
奏
』（『
旧
唐
書
』

經
籍
志
）
に
及
ぶ
。
中
で
も
、（
晋
）
張
璠
の
『
後
漢
紀
』
を
後
漢

末
の
史
料
と
し
て
重
視
し
て
い
る
。『
後
漢
紀
』
は
、
全
三
十
巻
の

う
ち
、
光
武
帝
紀
が
八
巻
を
占
め
る
が
、
霊
帝
紀
三
巻
・
献
帝
紀
五

巻
と
後
漢
末
に
手
厚
い
こ
と
が
、
范
曄
の
『
後
漢
書
』
と
比
べ
た
場

合
の
特
徴
で
あ
る
。
後
漢
の
衰
退
と
三
国
の
成
立
、
あ
る
い
は
、
貴

族
の
淵
源
と
な
る
後
漢
末
の
「
党
人
」
に
強
い
関
心
を
寄
せ
る
史
書

と
考
え
て
よ
い
。

　
ま
た
、
袁
宏
は
、
こ
れ
ま
で
の
後
漢
に
関
す
る
記
述
に
②
次
叙
が

無
く
、
錯
誤
が
多
い
た
め
、
そ
れ
を
正
す
こ
と
を
目
的
に
『
後
漢

紀
』
を
執
筆
し
た
、
と
い
う
。
た
だ
し
、
単
に
先
行
す
る
史
料
を
切

り
貼
り
し
た
だ
け
で
は
な
い
。『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
巻
四
十
七 

編
年
類 

後
漢
紀
は
、
張
璠
『
後
漢
書
』
の
逸
文
と
比
較
を
行
い
、

『
後
漢
紀
』
が
、
荀
悦
の
『
漢
紀
』
が
た
だ
班
固
の
『
漢
書
』
を
翦

裁
し
た
だ
け
で
あ
る
こ
と
に
対
し
て
、
自
ら
史
料
を
取
捨
選
択
し
て
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い
る
と
評
価
す
る
。
し
か
も
、
そ
の
際
、
袁
宏
は
自
ら
の
史
評
を
加

え
た
が
、
そ
れ
は
、
次
の
よ
う
に
『
春
秋
左
氏
伝
』
を
規
範
と
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。

夫
れ
①

史
伝
の
興
る
は
、
古
今
を
通
じ
て
名
教
を
篤
く
す
る
所

以
な
り
。
丘
明
の
作
は
、
広
大
に
し
て
悉
備
せ
り
。
史
遷
の
六

家
を
剖
判
し
て
、
十
書
を
建
立
す
る
は
、
徒
に
事
を
記
す
る
の

み
に
非
ず
。
信
に
義
教
を
扶
明
し
治
体
を
網
羅
す
る
に
足
る
も
、

然
れ
ど
も
未
だ
之
を
尽
く
さ
ず
。
班
固
は
源
流
周
贍
し
、
通
人

の
作
に
近
し
。
然
れ
ど
も
史
遷
に
因
籍
し
て
、
甄
明
す
る
所
無

し
。
荀
悦
の
才
智
経
綸
は
、
嘉
史
と
為
す
に
足
り
、
述
ぶ
る
所

は
当
世
、
大
い
に
治
功
を
得
た
る
の
み
。
②

然
れ
ど
も
名
教
の

本
、
帝
王
の
高
義
は
、
韞
め
て
未
だ
叙
せ
ず
。
今 

前
代
の
遺

事
に
因
り
、
義
教
の
帰
す
る
所
を
略
挙
し
て
、
以
て
王
道
を
前

史
の
闕
に
弘
敷
せ
ん
と
庶
ふ
。
古
者
・
方
今
は
同
じ
か
ら
ず
、

其
の
流
も
亦
た
異
な
り
、
言
行
・
趨
舎
は
、
各
〻
類
を
以
て
書

す
。
故
に
其
の
名
迹
を
観
て
は
、
其
の
人
を
見
ん
こ
と
を
想
ふ
。

丘
明
の
斟
酌
抑
揚
し
て
其
の
高
懐
を
寄
す
る
所
以
は
、
末
吏 

区
区
注
疏
す
る
の
み
。
③

其
の
称
美
す
る
所
は
、
事
義
に
止
ま

り
、
疏
外
の
意
は
歿
し
て
伝
は
ら
ず
、
其
の
遺
風
・
余
趣
は
蔑

如
た
る
な
り
。
今
の
史
書
、
古
の
人
心
に
非
ざ
る
或
り
、
恐
る

ら
く
は
千
載
の
外
、
誣
す
る
所
の
者
多
か
ら
ん
。
悵
怏
躊
躇
し
、

筆
を
操
り
て
悢
然
た
る
所
以
の
者
な
り
（『
後
漢
紀
』
序
）。

　
袁
宏
は
、
①
史
伝
を
儒
教
（
名
教
）
を
篤
く
す
る
た
め
の
も
の
と

捉
え
る
。
そ
し
て
、『
春
秋
左
氏
伝
』（
丘
明
の
作
）
は
、
そ
れ
を
達

成
し
て
い
る
と
い
う
。
こ
れ
は
、『
春
秋
』
の
義
例
を
起
源
と
す
る

よ
う
な
、
倫
理
的
・
観
念
的
な
正
し
さ
こ
そ
「
史
」
で
あ
る
、
と
い

う
杜
預
の
『
春
秋
左
氏
伝
』
序
の
継
承
で
あ
る
。
こ
の
の
ち
、
劉
宋

の
裴
松
之
が
打
ち
出
す
客
観
的
な
事
実
と
し
て
の
正
し
さ
も
尊
重
す

る
「
史
」
の
自
立
（
（
（
は
、
こ
こ
に
は
見
ら
れ
な
い
。
杜
預
の
宣
揚
し
た

「
史
」
が
、
儒
教
と
の
結
び
つ
き
を
強
調
す
る
こ
と
で
「
史
」
の
地

位
を
高
め
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
で
き
よ
う
。

　
ま
た
、
袁
宏
は
、
②
司
馬
遷
の
『
史
記
』・
班
固
の
『
漢
書
』
を

認
め
ず
、
荀
悦
の
『
漢
紀
』
を
褒
め
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
未
だ

「
帝
王
の
高
義
」は
叙
述
さ
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
限
界
を
指
摘
す
る
。

そ
し
て
、「
義
教
の
帰
す
る
所
」（
儒
教
の
正
し
い
教
え
が
帰
着
す
る

と
こ
ろ
）
を
叙
述
し
て
、「
王
道
を
前
史
の
闕
に
」
広
め
る
こ
と
が
、

『
後
漢
紀
』
の
執
筆
目
的
で
あ
る
、
と
述
べ
る
。
袁
宏
の
『
後
漢
紀
』

は
、
編
年
体
に
「
君
子
曰
」
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
「
袁
宏
曰
」
を

附
す
と
い
う
体
例
が
『
春
秋
左
氏
伝
』
と
近
似
す
る
だ
け
で
な
く
、

欠
け
て
伝
わ
ら
な
い
漢
の
「
王
道
」
を
後
世
に
伝
え
る
と
い
う
執
筆

目
的
も
ま
た
、『
春
秋
左
氏
伝
』
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ

の
際
、
漢
に
「
王
道
」
が
存
在
し
た
と
前
提
す
る
こ
と
は
、
後
漢
で
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成
立
し
た
「
古
典
中
国
」
が
規
範
と
さ
れ
始
め
て
い
る
東
晉
の
時
代

性
を
反
映
す
る
。

　
そ
し
て
、
袁
宏
は
史
書
執
筆
の
方
法
論
と
し
て
、
③
「
疏
外
の

意
」（
春
秋
の
微
言
大
義
に
よ
っ
て
、
左
丘
明
が
毀
誉
褒
貶
に
基
づ

き
言
外
の
意
と
し
て
示
し
た
規
範
）
を
伝
え
て
い
く
こ
と
の
重
要
性

を
説
く
。
体
例
・
執
筆
目
的
、
そ
し
て
執
筆
方
法
の
す
べ
て
に
お
い

て
、『
春
秋
左
氏
伝
』
を
規
範
と
す
る
も
の
が
、
袁
宏
の
『
後
漢
紀
』

な
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
袁
宏
の
『
後
漢
紀
』
の
執
筆
目
的
は
、
杜
預
の

『
春
秋
左
氏
伝
』
序
を
受
け
て
、
左
丘
明
が
表
現
し
た
よ
う
に
、
史

に
毀
誉
褒
貶
を
示
し
て
後
漢
の
王
道
を
表
現
で
き
ず
に
い
る
従
来
の

史
を
刷
新
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
の
際
、
漢
を
古
典
と
す
る
意
識

が
定
着
し
て
い
る
こ
と
に
も
注
目
し
た
い
。『
後
漢
紀
』
が
材
料
と

し
た
諸
家
の
『
後
漢
書
』の
成
立
、
な
か
で
も
司
馬
彪
の
『
続
漢
書
』

が
、「
古
典
中
国
」
と
し
て
後
漢
の
制
度
を
後
世
に
伝
え
よ
う
と
し

た
こ
と
（
（
（
が
、『
後
漢
紀
』
の
漢
へ
の
意
識
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
る
の
で
あ
る
。

二
、
曹
魏
と
蜀
漢
の
正
統
性

　
そ
れ
で
は
、
袁
宏
の
執
筆
目
的
の
成
否
を
追
究
す
る
た
め
、
袁
宏

の
史

（
（
（

評
が
表
現
さ
れ
る
「
袁
宏
曰
」
に
示
さ
れ
た
「
王
道
」
を
具
体

的
に
検
討
し
て
い
こ
う
。
袁
宏
は
、
前
漢
が
王
莽
に
、
後
漢
が
曹
魏

に
滅
ぼ
さ
れ
た
革
命
方
式
で
あ
る
禅
譲
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
肯

定
す
る
。

庚
午
、
魏
王 

皇
帝
の
位
に
即
き
、
改
年
し
て
黄
初
と
曰
ふ
。

魏
帝 

既
に
禅
を
受
け
、
尚
書
の
陳
羣
に
問
ひ
て
曰
く
、「
朕 

天
に
応
じ
民
に
順
ふ
、
卿
ら
以
て
何
如
と
為
す
」
と
。
羣 

対

へ
て
曰
く
、「
臣
と
華
歆
と
は
倶
に
漢
朝
に
事
ふ
れ
ば
、
聖
化

を
欣
び
難
し
。
義
は
色
に
形あ

ら
は

る
」
と
。
袁
宏
曰
く
、「
夫
れ
①

君
位
は
、
万
物
の
重
ん
ず
る
所
に
し
て
王
道
の
至
公
な
り
。
重

ん
ず
る
所
は
徳
に
在
り
、
則
ち
弘
済
は
仁
義
に
於
て
す
。
①

至

公
は
私
無
し
、
故
に
変
通
は
代
謝
に
極
ま
る
。
是
を
以
て
古
の

聖
人
は
、
治
乱
盛
衰
は
時
有
り
て
然
る
を
知
る
な
り
。
故
に
大

い
に
名
教
を
建
て
以
て
羣
生
を
統
べ
、
諸
を
天
人
に
本
づ
き
て

其
の
関
鍵
を
深
く
す
。
②

徳
を
以
て
相

伝
ふ
る
は
則
ち
禅
譲

の
道
な
り
、
暴
極
ま
れ
ば
則
ち
変
じ
、
変
ず
る
は
則
ち
革
代
の

義
な
り
。
廃
興
取
与
は
、
各
〻
其
の
会
有
り
、
時
に
因
り
て
民

を
観
れ
ば
理 

尽
き
て
動
く
。
然
る
後
以
て
丕
業
を
経
綸
し
千

載
を
弘
貫
す
可
し
。
②

是
を
以
て
有
徳
の
興
る
は
、
之
に
由
ら

ざ
る
は
靡
く
、
百
姓 

能
に
与く

み

し
、
人
鬼 

同
に
謀
り
、
蒼
生
の

類
に
属お

よ

ぶ
ま
で
未
だ
其
の
沢
を
蒙
ら
ざ
る
者
有
ら
ざ
る
な
り

（『
後
漢
紀
』
献
帝
紀
）。
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袁
宏
は
、
①
「
君
位
」
は
「
王
道
の
至
公
」
で
あ
り
、「
至
公
」

に
は
私
欲
が
な
い
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
君
主
の
地
位
は
、
徳
の

あ
る
者
に
禅
譲
さ
れ
、
有
徳
の
者
が
勃
興
す
る
に
は
、
禅
譲
に
依
ら

な
い
も
の
は
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
曹
魏
の
漢
魏
革
命

を
正
統
化
し
た
『
礼
記
』
礼
運
篇
の
「
天
下
爲
公
」
に
基
づ
く
禅
譲

の
正
統
（
（
（
性
を
そ
の
ま
ま
承
認
す
る
も
の
で
あ
る
。
袁
宏
の
仕
え
る
晉

も
ま
た
、
曹
魏
の
禅
譲
を
受
け
た
国
家
で
あ
り
、
禅
譲
を
批
判
す
る

こ
と
は
、
自
ら
の
国
家
の
正
統
性
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、

禅
譲
を
肯
定
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
。

　
そ
の
際
、
袁
宏
は
禅
譲
そ
の
も
の
は
肯
定
す
る
が
、
曹
魏
の
禅
譲

は
、
次
の
よ
う
に
否
定
す
る
。

漢
は
桓
・
霊
よ
り
、
君
道 

陵
遅
し
、
朝
綱 
替
は
る
と
雖
も
、

虐
は
民
に
及
ば
ず
、
宦
豎 

間か
ん

に
乗
じ
窃
か
に
権
柄
を
弄
ぶ
と

雖
も
、
然
れ
ど
も
人
君
の
威
尊
、
未
だ
大
い
に
王
室
を
去
る
こ

と
有
ら
ざ
る
は
、
①

世
の
忠
賢
、
皆

本
を
寧
ん
ず
る
の
心
有

れ
ば
な
り
。
若
し
誅
し
て
之
を
正
し
、
各
〻
を
し
て
職
に
率

し
た
がは

し
め
ば
、
則
ち
二
祖
・
明
・
章
の
業
、
復
た
目
前
に
陳
な
り
、

微
弱
と
曰
ふ
と
雖
も
亦
た
之
を
輔
く
可
し
。
時
に
献
帝
は
幼
沖
、

少わ
か

く
し
て
凶
乱
に
遭
ひ
、
流
離
播
越
す
る
は
、
罪 

己
に
由
ら

ず
。
故
に
老
後
生
は
未
だ
過
有
ら
ざ
る
な
り
。
①

其
の
上
な
る

者
は
悲
み
て
之
を
思
ひ
、
人
は
匡
復
の
志
を
懐
く
。
故
に
漢
を

助
く
る
者
は
協
従
し
、
劉
に
背
く
者
は
衆た

み

乖そ
む

く
。
此
れ
蓋
し
①

民

未
だ
義
を
忘
れ
ざ
る
こ
と
、
秦
漢
の
勢
に
異
な
れ
り
。
魏

の
乱
を
討
つ
は
実
に
斯
の
資
に
因
り
、
旌
旗
の
指
す
所
は
則
ち

罪
を
伐
つ
を
以
て
名
と
為
し
、
爵
賞
の
加
ふ
る
所
は
則
ち
順
を

輔
く
る
を
以
て
首
と
為
す
。
然
ら
ば
則
ち
劉
氏
の
徳
は
未
だ
泯

び
ず
、
忠
義
の
徒
は
未
だ
尽
き
ざ
る
に
、
何
ぞ
其
の
亡
ぶ
と
言

は
ん
や
。
②

漢

苟
も
未
だ
亡
び
ざ
れ
ば
則
ち
魏
は
取
る
可
か

ら
ず
。
今 

取
る
可
か
ら
ざ
る
の
実
を
以
て
し
て
揖
譲
の
名
を

冒
し
、
輔
弼
の
功
に
因
り
て
代
徳
の
号
に
当
て
、
徳
を
尭
・
舜

に
比
べ
ん
と
欲
す
る
は
、
豈
に
誣し
ひ
な
ら
ず
や
」
と
（『
後
漢

紀
』
献
帝
紀
）。

　
袁
宏
が
漢
魏
革
命
を
批
判
す
る
理
由
は
、
劉
氏
の
徳
が
亡
び
ず
、

忠
義
の
徒
が
尽
き
て
い
な
か
っ
た
と
の
認
識
に
基
づ
く
。
②
曹
魏
の

覇
権
は
、
漢
へ
の
思
い
を
利
用
し
た
も
の
に
過
ぎ
ず
、
漢
は
「
未
だ

亡
び
」
て
い
な
か
っ
た
の
で
「
魏
は
取
る
可
」
き
で
は
な
か
っ
た
と

す
る
。
禅
譲
は
肯
定
し
な
が
ら
も
、
漢
魏
革
命
は
否
定
す
る
の
で
あ

る
。
尽
き
て
い
な
か
っ
た
忠
義
の
徒
と
は
、
漢
の
継
承
を
掲
げ
た
劉

備
の
季
漢
を
指
す
だ
け
で
は
な
い
。
後
漢
末
の
支
配
者
層
が
、
漢
を

支
持
し
て
い
た
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
漢
に
対
す
る
支
持
が
失
わ
れ
な
か
っ
た
理
由
は
、
①
「
世
の
忠

賢
」
が
、
桓
帝
・
霊
帝
以
来
の
混
乱
に
際
し
て
大
本
を
安
寧
に
し
よ
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う
と
し
て
お
り
、
ま
た
「
其
の
上
な
る
者
」
が
悲
し
み
漢
の
存
在
を

思
っ
た
た
め
、「
人
」
は
「
匡
復
の
志
を
懐
」
き
、
さ
ら
に
「
民
」

は
「
未
だ
義
を
忘
れ
」
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
と
い
う
。
こ
こ
で
は
、

「
人
」「
民
」
は
、「
世
の
忠
賢
」
や
「
上
な
る
者
」
で
あ
る
知
識
人

層
の
心
や
思
い
を
受
け
、
漢
へ
の
志
や
義
を
抱
く
存
在
と
さ
れ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
袁
宏
ら
貴
族
の
意
識
が
民
を
化
し
、
徳
な
き
者
の

禅
譲
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
「
微
言
」
を
こ
こ
に
読
み
取
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
か
れ
ら
の
漢
へ
の
思
い
が
、

季
漢
に
よ
る
漢
の
存
続
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
徳
の
薄
い
曹
魏
に
協
力
し
た
知
識
人
は
、「
四
世
三
公
」

の
名
門
と
雖
も
、
次
の
よ
う
に
滅
亡
を
迎
え
る
。

初
め
魏
王
、
楊
彪
を
以
て
太
尉
と
為
さ
ん
と
欲
す
。
…
…
彪 

上
章
し
て
固
譲
す
る
も
聴
さ
れ
ず
。
年
八
十
四
、
寿
を
以
て
終

ふ
。
…
…
震
よ
り
彪
に
至
る
ま
で
四
世
宰
輔
、
皆 
儒
素
名
徳

を
以
て
相
承
く
。
秉
・
賜
は
方
節 

震
に
及
ば
ず
と
雖
も
、
然

れ
ど
も
其
の
恭
謹
・
孝
友
・
篤
誠
は
、
前
列
を
忝

は
づ
か
しめ

ざ
る
な
り
。

子
有
り
修
と
曰
ふ
、
少
く
し
て
俊
才
有
れ
ど
も
徳
業
の
風
は
尽

く
。
魏
初
に
至
り
、
事
に
坐
し
て
誅
せ
ら
る
（『
後
漢
紀
』
献

帝
紀
）。

　
そ
の
儒
教
と
名
徳
に
よ
り
漢
の
「
四
世
三
公
」
で
あ
っ
た
「
弘
農

の
楊
氏
」
は
、
楊
彪
が
曹
魏
の
禅
譲
に
協
力
さ
せ
ら
れ
、
曹
魏
に
仕

え
た
楊
脩
で
誅
滅
さ
れ
た
。
不
徳
の
禅
譲
に
協
力
し
た
者
の
末
路
を

こ
の
よ
う
に
総
括
し
た
袁
宏
は
、
次
の
記
述
に
よ
っ
て
『
後
漢
紀
』

を
終
え
る
。

癸
酉
、
魏 

河
内
の
山
陽
を
以
て
、
漢
帝
を
封
じ
て
山
陽
公
と

為
し
、
漢
の
正
朔
を
行
は
し
む
。
明
年
、
劉
備 

自
立
し
て
天

子
と
為
る
（『
後
漢
紀
』
献
帝
紀
）。

　
袁
宏
の
『
後
漢
紀
』
は
「
劉
備 

自
立
し
て
天
子
と
為
る
」
と
い

う
文
言
で
終
わ
る
。
献
帝
が
山
陽
公
と
さ
れ
た
記
事
に
継
続
し
て
い

る
の
で
、
劉
備
が
後
漢
の
継
承
者
で
あ
る
と
い
う
正
統
観
を
明
確
に

表
明
し
て
い
る
。『
春
秋
』
で
言
え
ば
、「
獲
麟
」
に
当
た
る
部
分
で

あ
る
。
そ
こ
に
「
春
秋
の
微
意
」
が
示
さ
れ
、
そ
れ
を
読
み
取
る
こ

と
は
、
左
丘
明
の
み
な
ら
ず
、
春
秋
家
の
伝
統
で
あ
る
。

　
袁
宏
は
、
禅
譲
は
認
め
な
が
ら
も
、
曹
魏
が
後
漢
か
ら
禅
譲
を
受

け
た
こ
と
は
認
め
ず
、
劉
備
を
後
漢
の
後
継
者
と
し
て
、
正
統
の
所

在
を
示
す
。
漢
が
未
だ
亡
び
る
状
況
に
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
掲
げ

る
も
の
は
、「
世
の
忠
賢
」
の
支
持
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
記
述
し
た

後
に
、
民
意
の
支
持
が
示
さ
れ
る
こ
と
に
も
注
目
し
て
よ
い
。
後
漢

末
に
お
い
て
、
後
漢
を
支
持
し
た
知
識
人
の
淵
源
は
、
宦
官
と
対
決

し
て
、
そ
の
自
律
的
秩
序
が
三
国
時
代
の
「
名
士
」
層
に
継
承
さ
れ

た
「
党
人
」
で
あ
（
（1
（

る
。
と
こ
ろ
が
、
袁
宏
は
「
党
人
」
を
厳
し
く
批

判
す
る
。
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三
、「
黨
人
」・

彧
批
判

　
後
漢
末
、
宦
官
に
抵
抗
し
た
「
党
人
」
が
激
し
い
弾
圧
を
受
け
た

こ
と
を
記
し
た
後
、
袁
宏
は
次
の
よ
う
な
史
評
を
付
け
て
い
る
。

袁
宏
曰
く
、「
夫
れ
人 

生
ま
れ
て
天
地
の
道
に
合
し
、
事
に
感

じ
て
動
く
は
、
性
の
用
な
り
。
故
に
万
方
を
動
用
す
る
に
、
参

差
た
る
百
品
も
道
に
順
は
ざ
る
こ
と
莫
き
は
、
情
性
に
本
づ
く

者
な
れ
ば
な
り
。
是
を
以
て
道
を
為
す
者
は
、
清
浄
無
為
に
し

て
少
思
少
欲
、
其
の
心
を
冲む

な

し
く
し
て
之
を
守
り
、
爵
す
る
に

万
乗
を
以
て
し
養
ふ
に
天
下
を
以
て
す
と
雖
も
、
栄
と
せ
ざ
る

な
り
。
徳
を
為
す
者
は
、
言
ひ
て
華
な
ら
ず
黙
し
て
信
有
り
、

誠
を
推
し
て
之
を
行
ひ
鬼
神
に
媿
ぢ
ず
、
而
る
を
況
ん
や
天
下

に
於
て
を
や
。
仁
を
為
す
者
は
、
博
く
施
し
兼
ね
愛
し
善
を
崇

び
物
を
済
ひ
、
其
の
志
を
得
て
中
心 

之
を
傾
け
、
然し

か
う

し
て
己

を
忘
れ
て
以
て
千
載
の
一
時
と
為
す
な
り
（『
後
漢
紀
』
桓
帝

紀
）。

　
袁
宏
は
、
道
を
な
す
者
は
、「
清
浄
無
為
」
で
あ
り
、
爵
位
や
封

邑
を
栄
誉
と
す
る
も
の
で
な
い
。
徳
を
な
す
者
は
、
寡
黙
で
あ
っ
て

も
信
用
が
あ
り
、
誠
を
推
し
て
徳
を
行
う
も
の
で
あ
る
、
と
述
べ
る
。

曹
魏
の
何
晏
・
王
弼
か
ら
始
ま
る
、
儒
教
の
枠
内
で
老
荘
思
想
を
再

編
し
た
玄
学
の
思
想
で
あ
（
（1
（

る
。
袁
宏
は
、
玄
学
を
自
ら
身
に
つ
け
る

だ
け
で
な
く
、『
名
士
伝
』
を
著
し
て
、
西
晉
以
来
の
竹
林
七
賢
伝

説
を
集
大
成
す
（
（1
（
る
。
そ
の
の
ち
、
戴
逵
が
『
竹
林
七
賢
（
（1
（
論
』
で
批
判

し
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、『
世
説
新
語
』
は
、
夏
侯
玄
・
何
晏
・
王

弼
を
「
正
始
の
名
士
」、
阮
籍
・
嵆
康
・
山
濤
・
向
秀
・
劉
伶
・
阮

咸
・
王
戎
を
「
竹
林
の
名
士
」、
裴
楷
・
楽
広
・
王
衍
・
庾
凱
・
王

応
・
阮
瞻
・
衛
玠
・
謝
鯤
を
「
中
朝
の
名
士
」
と
し
、
そ
の
す
べ
て

を
分
け
隔
て
な
く
尊
重
す
る
（『
世
説
新
語
』
文
学
第
四
注
引
袁
宏

『
名
士
伝
』）、
袁
宏
の
『
名
士
伝
』
を
継
承
し
て
い
る
（
注
（
４
）

所
掲
渡
邉
論
文
）。
袁
宏
は
、
玄
学
を
修
め
、
清
談
を
行
う
自
ら
の

貴
族
的
価
値
観
を
史
評
の
冒
頭
に
掲
げ
た
う
え
で
、「
党
人
」
を
次

の
よ
う
に
批
判
す
る
。

古
の
政
を
為
す
や
、
必
ず
三
公
を
置
き
て
以
て
道
徳
を
論
じ
、

六
卿
を
樹
て
て
以
て
庶
事
を
議
し
、
百
官
は
箴
規
諷
諫
し
、
閭

閻
に
講
肆
し
て
以
て
業
を
修
明
す
。
是
に
於
て
行
を
郷
閭
に
観
、

議
を
親
隣
に
察
し
、
礼
を
朝
廷
に
挙
げ
、
績
を
涖の

ぞ

む
所
に
考
ふ
。

言
を
し
て
以
て
彼
我
を
宣
す
る
に
足
れ
ど
も
弁
に
は
至
ら
ず
、

義
を
し
て
以
て
物
心
に
通
ず
る
に
足
れ
ど
も
佞
を
為
す
に
は
至

ら
ず
、
学
を
し
て
以
て
古
今
に
通
ず
る
に
足
れ
ど
も
文
を
為
す

に
は
至
ら
ず
、
直
を
し
て
以
て
正
順
を
明
ら
か
に
す
る
に
足
れ

ど
も
狂
を
為
す
に
は
至
ら
ざ
ら
し
む
る
な
り
。
①

野
は
朝
を
議

せ
ず
処
は
務
を
談
ぜ
ず
、
少
は
長
を
論
ぜ
ず
賤
は
貴
を
弁
ぜ
ざ
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る
は
、
先
王
の
教
な
り
。
伝
に
曰
く
、「
其
の
位
に
在
ら
ざ
れ

ば
、
其
の
政
を
謀
ら
ず
」
と
。「
天
下
に
道
有
れ
ば
、
庶
人
は

議
せ
ず
」
と
。
此
れ
之
の
謂
ひ
な
り
。
苟

い
や
し
くも

斯
の
道
を
失
は
ば
、

庶
人 
政
を
干
し
て
、
権 

下
に
移
り
、
物 

能
す
る
所
を
競
ひ

て
、
人 
其
の
死
を
軽
ん
ず
。
乱
る
る
所
以
な
り
。
②

乃
ち
夏

馥

形
を
毀
ち
て
以
て
死
を
免
か
れ
、
袁
閎
礼
を
滅
ぼ
し
て
以

て
自
ら
全
く
す
る
に
至
る
は
、
豈
に
哀
し
か
ら
ず
や
」と
（『
後

漢
紀
』
桓
帝
紀
）。

　
袁
宏
が
先
王
の
教
え
に
背
く
と
す
る
①
在
野
の
処
士
が
横
議
し
た

こ
と
は
、「
党
人
」
の
特
徴
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
袁
宏
は
、『
史

記
』
と
同
様
に
「
伝
に
曰
く
」
と
し
て
引
く
『
論
語
』
泰
伯
篇
・
季

氏
篇
を
典
拠
に
「
党
人
」
を
批
判
す
る
。「
党
人
」
の
②
夏
馥
が
逃

亡
し
て
容
姿
を
変
え
、
袁
閎
が
部
屋
に
閉
じ
こ
も
っ
て
母
の
葬
儀
に

も
参
列
せ
ず
、
弾
圧
か
ら
逃
れ
る
に
至
っ
た
、「
党
人
」
の
資
格
無

き
政
治
参
加
を
批
判
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
党
人
」
の
過

激
な
政
治
行
動
を
批
判
す
る
こ
と
は
、
范
曄
の
『
後
漢
書
』
と
同
じ

で
あ
（
（1
（
り
、「
党
人
」
の
人
物
評
価
で
表
現
さ
れ
る
自
律
的
秩
序
を

「
状
」
と
し
て
継
承
し
て
い
る
は
ず
の
貴
族
が
、
自
ら
命
を
賭
け
て

漢
を
守
ろ
う
と
し
た
「
党
人
」
の
ひ
た
む
き
さ
を
評
価
す
る
こ
と
は

な
い
。

　
ま
た
、
袁
宏
は
、
曹
操
の
覇
権
樹
立
に
努
め
、
や
が
て
曹
操
に
憂

死
さ
せ
ら
れ
た
荀
彧
に
対
し
て
も
次
の
よ
う
に
批
判
し
て
い
る
。

袁
宏
曰
く
、「
夫
れ
黙
語
は
賢
人
の
略
な
り
。
政
の
巻
舒
廃
興

の
間
は
、
所
謂 

智
を
以
て
屈
伸
し
、
其
の
多
算
を
貴
び
其
の

軽
重
を
権か

り
、
而
し
て
難
易
を
揣は

か

る
に
非
ず
。
君
子
の
己
を
行

ふ
や
、
必
ず
其
の
心
を
推
し
て
其
の
道
を
達
し
、
其
の
誠
を
信

じ
て
其
の
義
を
行
ふ
。
義

心
に
違
は
ざ
る
が
故
に
百
姓

其
の

私
無
き
を
知
り
、
道

順
を
失
は
ざ
れ
ば
則
ち
天
下

以
て
至
当

と
為
す
。
其
の
出
づ
る
や
、
忠 

時
君
に
著
は
れ
、
仁

天
下
に

及
ぶ
。
匹
夫
・
匹
婦
も
咨
嗟
せ
ざ
る
者
莫
き
は
、
其
の
功
を
致

す
の
本
義
を
以
て
和
す
れ
ば
な
り
。
若
し
時 

我
に
与
せ
ず
中

道
に
し
て
廃
せ
ら
る
る
も
、
内
は
心
に
負
か
ず
外
は
物
に
媿
ぢ

ざ
れ
ば
、
千
載
の
下
、
其
の
迹
を
観
て
其
の
事
を
悲
し
み
て
、

以
て
功
は
就な

ら
ず
と
雖
も
、
道
は
将
に
成
る
可
け
ん
と
す
と
為

す
な
り
（『
後
漢
紀
』
献
帝
紀
）。

　
袁
宏
は
、
荀
彧
を
論
ず
る
前
提
と
し
て
、
君
子
が
行
動
す
る
と
き

に
は
誠
を
信
じ
て
義
を
行
い
、
世
に
出
た
時
に
は
、
忠
を
そ
の
と
き

の
君
主
に
明
ら
か
に
す
れ
ば
、
仁
が
天
下
に
及
ぶ
、
と
述
べ
る
。
そ

の
際
、
そ
れ
を
見
た
「
匹
夫
・
匹
婦
」
が
「
咨
嗟
」
す
る
と
知
識
人

の
行
動
に
よ
っ
て
民
が
感
化
さ
れ
る
と
し
て
い
る
こ
と
は
確
認
し
て

お
き
た
い
。
川
勝
義
雄
が
説
く
よ
う
（
（1
（

に
、「
民
の
望
」
を
受
け
て
貴

族
の
行
動
が
変
わ
る
と
、
少
な
く
と
も
袁
宏
は
全
く
考
え
て
い
な
い
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た
め
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
民
の
儀
表
で
あ
る
べ
き
知
識
人
層
は
、

忠
義
が
重
要
で
あ
る
と
荀
彧
批
判
の
論
拠
を
示
す
の
で
あ
る
。

漢
は
桓
・
霊
よ
り
、
君 

其
の
柄
を
失
ひ
、
陵
遅
し
て
振
は
ず
、

乱 
海
内
を
殄
く
す
も
、
弱
弊
を
致
し
て
虐
民
に
及
ば
ざ
る
を

以
て
、
劉
氏
の
沢
は
未
だ
尽
き
ず
、
天
下
の
望
は
未
だ
改
ま
ら

ず
。
故
に
征
伐
す
る
者
は
漢
を
奉
じ
、
爵
賞
を
拝
す
る
者
は
帝

を
称た

た

へ
、
名
器
の
重
は
、
未
だ
嘗
て
一
日
と
し
て
漢
に
非
ず
ん

ば
あ
ら
ず
。
魏
の
乱
を
平
ぐ
る
は
漢
を
資た

す

く
る
の
義
、
①

功
の

尅よ

く
済な

る
は
荀
生
の
謀
な
り
。
謀 

適か
な

へ
ば
則
ち
勲 

隆
く
、
勲 

隆
け
れ
ば
則
ち
漢
を
移
す
。
①

劉
氏
の
天
下
を
失
ふ
は
、
荀

生

之
を
為
す
な
り
。
始
は
一
匡
を
図
る
も
、
終
に
事
の
乖た

が

ふ

に
与
り
、
情 

見
は
れ
事 

屈
し
、
身
を
容
る
る
に
所
無
き
が
若

き
は
、
則
ち
荀
生
の
識
、
不
智
と
為
す
。
生
民
を
済
ひ
其
の
塗

炭
を
振
ふ
を
取
る
も
、
②

百
姓

安
ん
じ
て
君
位

危
ふ
く
、
中

原

定
ま
り
て
社
稷

亡
ぶ
る
が
若
き
は
、
魏
に
於
て
親
と
雖
も
、

漢
に
於
て
は
已
に
踈
な
り
、
則
ち
荀
生
の
功

不
義
と
為
す
な

り
。
夫
れ
人
の
器
に
仮
り
て
人
の
権
に
乗
じ
、
既
に
し
て
以
て

己
が
有
と
為
し
、
仁
義
の
心
を
以
て
終
は
ら
ざ
る
は
、
亦
た
君

子
の
耻
づ
る
所
な
り
。
一い

ち

汙を

す
ら
猶
ほ
慙
色
有
り
、
而
る
に
況

ん
や
之
が
謀
主
と
為
る
を
や
。
功
は
当
年
に
奮
ひ
、
迹
は
千
載

に
聞
え
、
夫
の
終
身
流
涕
し
、
敢
て
燕
の
徒
隷
を
謀
ら
ざ
る
者

に
異
な
れ
り
。
己
よ
り
し
て
之
が
功
を
為
し
、
而
し
て
己 

之

に
死
す
、
身
を
殺
す
す
ら
猶
ほ
余
媿
有
り
、
焉
ん
ぞ
以
て
名
を

成
す
に
足
ら
ん
や
。
惜
し
い
か
な
、
名
は
天
下
を
蓋
ふ
と
雖
も

而
れ
ど
も
道
は
順
に
合
せ
ず
、
終
に
憂
を
以
て
卒
し
殞
さ
ざ
る

も
義
に
与
せ
ず
。
故
に
曰
く
、「
智
の
難
に
非
ず
智
に
処
す
る

の
難
な
り
、
死
の
難
に
非
ず
死
に
処
す
る
の
難
な
り
」
と
。
嗚

呼 

後
の
君
子
、
黙
語
行
蔵
の
際
は
慎
ま
ざ
る
可
け
ん
や
」
と

（『
後
漢
紀
』
献
帝
紀
）。

　
袁
宏
は
、
①
曹
魏
の
功
を
成
し
た
の
は
荀
彧
の
謀
で
あ
り
、
劉
氏

が
天
下
を
失
っ
た
の
は
荀
彧
が
そ
れ
を
成
し
た
と
い
う
。
荀
彧
が
、

や
が
て
曹
操
の
漢
簒
奪
に
抵
抗
し
て
殺
さ
れ
た
こ
と
は
評
価
せ
ず
、

荀
彧
の
識
を
「
不
智
」、
功
を
「
不
義
」
と
激
し
く
批
判
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
評
価
は
、
荀
彧
を
漢
の
忠
臣
と
把
握
す
る
范
曄
の
『
後
漢

書
』
と
異
な
る
荀
彧
像
と
言
え
よ
（
（1
（
う
。
そ
し
て
、
袁
宏
が
荀
彧
の
功

が
不
義
に
な
っ
た
理
由
と
し
て
、
②
百
姓
を
安
寧
に
し
て
も
君
位
を

危
う
く
し
た
こ
と
、
お
よ
び
中
原
を
定
め
て
も
社
稷
が
滅
ん
だ
こ
と

を
掲
げ
る
の
は
、
袁
宏
が
生
き
た
東
晉
の
現
実
と
比
較
し
た
場
合
、

き
わ
め
て
示
唆
的
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
洛
陽
を
奪
還
し
、
袁
宏
に

禅
譲
の
前
提
と
な
る
九
錫
文
の
草
稿
を
書
か
せ
た
桓
温
へ
の
批
判
が

投
影
さ
れ
て
い
る
。
曹
魏
の
禅
譲
批
判
に
、
知
識
人
の
支
持
の
必
要

性
を
掲
げ
て
い
た
二
で
見
た
主
張
も
こ
こ
に
収
斂
す
る
の
で
あ
る
。
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四
、
㶚
者
と
貴
族
の
自
律
性

　
袁
宏
は
、
桓
温
の
東
晉
簒
奪
を
防
ぐ
こ
と
に
一
役
買
っ
て
い
る
。

病
に
冒
さ
れ
た
桓
温
は
、
野
望
を
む
き
出
し
に
し
て
、
禅
譲
を
受
け

る
た
め
に
必
要
な
「
九
錫
」
を
東
晉
に
求
め
た
。
袁
宏
は
、
そ
の
た

め
の
文
を
依
頼
さ
れ
な
が
ら
、
そ
れ
を
引
き
延
ば
し
た
の
で
あ
る
。

（
桓
）
温 

疾
に
遇
ふ
や
、
朝
廷
に
諷
し
て
九
錫
を
求
む
。
袁
宏 

文
を
為
り
て
、
以
て
（
王
）
彪
之
に
示
す
。
彪
之 

視
訖
は
り
、

其
の
文
辞
の
美
な
る
を
歎
じ
、
宏
に
謂
ひ
て
曰
く
、「
卿
は
固

よ
り
大
才
な
れ
ば
、
安
ん
ぞ
此
れ
を
以
て
人
に
示
す
可
け
ん

や
」
と
。
時
に
謝
安 

其
の
文
を
見
、
又 

頻し
き

り
に
宏
に
使
し
て

之
を
改
め
し
む
。
宏 

遂か
く

て
其
の
事
を
逡
巡
す
。
既
に
屡
〻
日

を
引
か
ば
、
乃
ち
彪
之
に
謀
る
。
彪
之
曰
く
、「
聞
く
な
ら
く

彼
の
病 

日
〻
に
増
し
、
亦
た
当
に
復
た
久
し
き
を
支
へ
ざ
る

べ
し
。
自
づ
か
ら
更
に
小
し
く
遅
迴
す
可
し
」
と
。
宏 
之
に

従
ふ
。
温
も
亦
た
尋
い
で
薨
ず
（『
晋
書
』
巻
七
十
六 

王
廙
伝

附
王
彪
之
伝
）。

　
も
ち
ろ
ん
、
袁
宏
が
単
独
で
桓
温
に
抵
抗
で
き
る
は
ず
は
な
く
、

「
太
原
の
王
氏
」
を
代
表
す
る
王
彪
之
と
「
琅
邪
の
王
氏
」
を
代
表

す
る
王
坦
之
、
そ
し
て
誰
よ
り
も
謝
安
が
、
袁
宏
に
引
き
延
ば
し
を

指
示
し
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
桓
温
は
「
九
錫
」
を
受
け
る
こ
と
な

く
卒
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
以
前
か
ら
袁
宏
は
、
軍
事
力
で
台
頭
し
た
桓
温
お
よ
び
陶
侃

を
認
め
て
い
な
か
っ
た
。「
東
征
賦
」
を
作
り
、
東
晉
の
名
徳
を
称

え
た
と
き
に
も
、
桓
温
の
父
桓
彝
と
陶
侃
を
あ
え
て
外
し
て
い
る
。

そ
れ
を
桓
温
に
脅
さ
れ
て
も
言
い
抜
け
ら
れ
る
だ
け
の
才
覚
が
袁
宏

に
は
あ
っ
（
（1
（
た
。
た
だ
し
、
袁
宏
は
、
桓
温
の
記
室
参
軍
と
な
っ
て
い

る
よ
う
に
、
中
原
を
回
復
し
た
桓
温
を
全
く
認
め
て
い
な
い
わ
け
で

は
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
袁
宏
は
桓
温
に
対
し
て
、
い
か
な
る
立

場
で
東
晉
に
臨
む
べ
き
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、

覇
者
に
必
要
な
も
の
は
忠
で
あ
る
と
説
く
、
次
の
史
評
に
示
さ
れ
て

い
る
。是

を
以
て
大
道
の
行
は
る
や
、
上
下 

序
に
順
ひ
、
君 

唱
し
て

臣 

和
し
、
其
の
至
徳
風
教
は
、
一
人
に
繋
り
、
政
化
は
四
海

に
行
は
れ
、
礼
を
犯
す
こ
と
無
く
し
て
王
迹 

彰
ら
か
な
り
。

哲
王 

存
せ
ず
、
礼
楽 

凌
遅
す
る
に
及
び
、
風
俗 

自
づ
か
ら

興
り
、
戸
ご
と
に
皆 

政
を
為
し
、
①

君
位
す
ら
且
つ
猶
ほ
未

だ
固
か
ら
ず
、
而
る
を
況
ん
や
万
物
を
や
。
斯
の
時
に
於
け
る

や
、
臣
子
自
尽
の
日
、
将
に
先
主
の
故
典
を
守
ら
ん
と
せ
ば
、

則
ち
元
首
に
降
替
の
憂
有
り
、
封
域
の
旧
職
を
修
め
ん
と
欲
せ

ば
、
則
ち
根
本
に
傾
抜
の
慮
無
し
。
故
に
忠
奮
の
臣
、
其
の
義

心
を
推
す
も
、
其
の
事
に
忍
ば
ず
し
て
、
王
室
を
屏か

ば

は
ん
と
思
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ふ
。
故
に
下
よ
り
上
を
匡
す
の
功
、
卑
を
以
て
尊
を
援
く
の
事

有
り
。
順
序
の
道
を
失
ふ
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
忠
を
効
す
の
迹

な
り
。
王
体
を
斉
へ
ん
と
欲
せ
ば
、
則
ち
承
宣
の
美
に
異
な
り
、

之
が
不
順
を
同と

と
の

へ
ん
と
欲
し
て
、
終
に
翼
戴
の
功
有
り
。
①

故

に
聖
人
は
事
に
因
り
て
作
制
し
て
、
以
て
其
の
変
に
通
じ
て
霸

名

生
ず
。
春
秋
の
斉
・
晋
の
功
を
書
し
、
仲
尼
の
管
仲
の
勲

を
美ほ

む
る
は
、
盛
衰
を
括
囊
し
名
教
を
弥
綸
す
る
所
以
の
者
な

り
。
夫
れ
仁
を
失
ひ
て
而
る
後
に
義
あ
り
、
必
ず
仁
に
由
る
。

②

王
を
失
ひ
て
而
る
後
に
霸
あ
り
、
以
て
霸
を
致
す
は
必
ず
忠

よ
り
出
づ
。
義
は
誠
に
仁
の
足
ら
ざ
る
も
の
、
然
れ
ど
も
未
だ

其
の
忠
た
る
を
失
は
ざ
る
な
り
。
此
を
推
し
て
以
て
観
れ
ば
、

則
ち
王
霸
の
義 

是
に
於
て
見あ

ら

は
る
」
と
（『
後
漢
紀
』
桓
帝
紀
）。

　
袁
宏
は
、
①
王
道
が
行
わ
れ
ず
、
君
主
の
地
位
す
ら
危
う
い
場
合
、

聖
人
も
覇
者
が
出
現
す
る
こ
と
を
容
認
す
る
と
い
う
。
た
だ
し
、
そ

の
覇
者
は
、
②
忠
に
基
づ
い
て
行
動
す
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る
。
桓

温
が
東
晉
に
忠
を
抱
い
て
覇
者
と
し
て
民
を
救
い
、
中
原
を
回
復
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
袁
宏
は
こ
れ
を
容
認
す
る
。
あ
る
い
は
、
忠
義
の

政
治
が
や
が
て
徳
へ
と
進
ん
で
い
け
ば
、
禅
譲
に
よ
っ
て
桓
温
の
国

家
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
も
良
し
と
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
桓
温
の
功
は
、
曹
操
に
す
ら
及
ば
ず
、
そ
の
段
階
で
禅

譲
を
試
み
る
こ
と
は
、
忠
に
欠
け
る
。
す
な
わ
ち
、
桓
温
に
は
覇
者

に
な
る
資
格
も
な
い
の
で
あ
る
。
袁
宏
、
お
よ
び
袁
宏
の
尊
敬
す
る

謝
安
が
、
桓
温
の
野
望
を
挫
い
た
正
統
性
は
、
こ
う
し
て
確
認
さ
れ

る
。

　
そ
の
際
、
謝
安
は
、
桓
温
を
武
力
で
打
倒
す
る
、
あ
る
い
は
政
変

に
よ
っ
て
失
脚
さ
せ
る
と
い
う
危
険
は
冒
さ
ず
、
朝
廷
に
お
い
て
、

の
ら
り
く
ら
り
と
桓
温
に
対
応
し
続
け
る
こ
と
で
、
桓
温
の
簒
奪
を

防
い
だ
（
（1
（

。
袁
宏
の
史
評
に
は
、
そ
う
し
た
貴
族
が
取
る
べ
き
悪
政
へ

の
対
処
の
方
法
が
、
次
の
よ
う
に
諫
言
論
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。

夫
れ
諫
の
用
た
る
は
、
政
の
難
き
所
の
者
な
り
。
諫
に
処
す
る

の
情
は
同
じ
か
ら
ず
、
故
に
三
科
有
り
。
①

誠
心
を
推
し
て
之

を
隠
に
言
ひ
、
誠
の
入
る
る
を
貴
び
て
其
の
功
を
求
め
ざ
る
は
、

諫
の
上
な
り
。
其
の
見
る
所
に
率
ひ
て
言 

色
に
形
は
し
、
面

折
庭
争
し
退
き
て
後
言
無
き
は
、
諫
の
中
な
り
。
其
の
短
と
す

る
所
を
顕
に
し
て
其
の
不
可
を
明
ら
か
に
し
、
君
の
失
を
彰
ら

か
に
し
て
以
て
己
が
名
と
為
す
は
、
諫
の
下
な
り
。
夫
れ
其
の

過
を
吝や

ぶ
さ

か
に
せ
ず
し
て
衆
と
之
を
攻を

さ

む
る
は
、
明
君
の
易
き
所

に
し
て
庸
主
の
難
き
所
な
り
。
其
の
難
き
所
に
触
れ
暴あ

ば

き
て
之

を
揚
ぐ
る
は
、
中
諫
す
ら
其
れ
猶
ほ
患
を
致
す
、
而
る
に
況
ん

や
下
諫
を
や
。
故
に
諫
の
道
た
る
は
、
天
下
の
難
事
、
死
し
て

之
を
為
す
は
忠
臣
の
易
き
所
な
り
。
古
の
王
者
は
、
方
を
弁
じ

位
を
正
し
、
各
〻
其
の
事
有
り
。
②

朝
に
在
る
者
は
必
ず
諫
め
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野
に
在
る
者
は
言
は
ざ
る
は
、
職
分
を
明
ら
か
に
し
て
親
疎
を

別
つ
所
以
な
り
。
忠
愛
の
心
至
り
耒す

き

を
釈す

て
て
言
ふ
者
は
、
王

制
の
禁
ぜ
ざ
る
所
な
り
。
因
る
無
く
し
て
去
る
と
、
言
に
処
す

る
の
地
は
難
し
。
故
に
君
子
は
罕
に
為
す
な
り
（『
後
漢
紀
』

桓
帝
紀
）。

　
貴
族
の
自
律
的
秩
序
の
淵
源
で
あ
る
「
党
人
」
へ
の
批
判
は
、
諫

言
論
か
ら
も
明
ら
か
に
な
る
。
②
「
野
に
在
る
者
」
は
、
政
治
に
対

し
て
発
言
す
る
べ
き
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
朝

に
在
る
者
」
は
諫
言
を
行
う
べ
き
だ
が
、
そ
れ
は
①
「
誠
心
を
推
し

て
」、
ひ
そ
か
に
言
う
べ
き
も
の
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
袁
宏

は
述
べ
て
、
謝
安
を
筆
頭
と
す
る
東
晉
貴
族
の
桓
温
へ
の
対
応
を
正

当
化
す
る
の
で
あ
る
。

　
袁
宏
は
、
東
晉
末
の
桓
温
へ
の
対
応
と
い
う
現
実
の
課
題
を
史
評

の
中
に
表
現
し
た
。
そ
れ
は
、『
春
秋
左
氏
伝
』
が
、
単
に
春
秋
時

代
の
歴
史
を
記
す
だ
け
で
は
な
く
、
歴
史
を
材
料
と
し
て
周
公
や
孔

子
、
さ
ら
に
は
左
丘
明
の
価
値
基
準
に
基
づ
き
、
勧
善
懲
悪
を
示
す

も
の
で
あ
る
、
と
杜
預
が
明
ら
か
に
し
た
こ
と
に
よ
る
。
袁
宏
の

『
後
漢
紀
』
は
、
後
漢
の
歴
史
を
記
す
た
め
だ
け
で
な
く
、「
漢
の
王

道
」
に
示
さ
れ
た
「
義
」
を
導
き
出
し
、
そ
れ
を
東
晉
の
規
範
と
す

る
た
め
の
「
史
」
と
し
て
著
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
袁
宏
は
史
評
に
お
い
て
国
家
の
正
統
性
や
貴
族
の
あ
り
方
の
規
範

を
示
し
た
。
国
家
の
正
統
性
は
、
漢
魏
革
命
を
認
め
ず
、
劉
備
の
季

漢
を
正
統
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
中
原
を
回
復
し
た

桓
温
の
功
を
曹
操
と
比
較
し
、
そ
の
功
の
少
な
さ
と
忠
義
の
無
さ
を

示
す
こ
と
に
よ
り
、
桓
温
を
覇
者
に
留
め
よ
う
と
す
る
東
晉
の
現
状

に
対
す
る
規
範
意
識
の
提
示
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、「
古
典

中
国
」
を
形
成
し
た
漢
の
規
範
意
識
の
高
ま
り
に
応
え
る
目
的
も
有

し
て
い
た
。
こ
う
し
た
意
味
に
お
い
て
、
袁
宏
の
『
後
漢
紀
』
は
、

季
漢
の
正
統
を
さ
ら
に
明
確
化
し
た
習
鑿
歯
の
『
漢
晋
春
秋
』
の
先

駆
と
言
え
よ
（
（1
（
う
。

　
ま
た
、「
党
人
」
と
荀
彧
へ
の
批
判
で
は
、
直
接
的
で
激
し
い
政

治
行
動
を
集
団
で
な
す
こ
と
と
、
不
義
な
る
君
主
に
仕
え
る
こ
と
の

不
当
性
を
明
示
し
た
。
そ
し
て
、
貴
族
の
諫
言
方
法
を
示
す
中
で
、

桓
温
の
簒
奪
を
し
な
や
か
に
防
い
だ
謝
安
の
あ
り
方
を
賛
美
す
る
の

で
あ
る
。
謝
安
に
貴
族
の
一
典
型
を
見
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
袁

宏
の
『
後
漢
紀
』
は
、『
世
説
新
語
』
の
先
駆
と
も
言
え
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、「
史
」
が
貴
族
の
手
で
著
さ
れ
、
貴
族
の
価
値
基

準
に
基
づ
い
て
勧
善
懲
悪
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
、
君
主
権
力
に
と
っ

て
大
き
な
脅
威
と
な
る
。
唐
代
に
な
る
と
、
国
家
が
正
史
を
編
纂
す
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る
こ
と
で
、
貴
族
か
ら
「
史
」
と
い
う
文
化
価
値
を
収
斂
し
て
い
く

理
由
は
、
こ
こ
に
あ
る
。

　
　
注

（
1
）
渡
邉
義
浩
「「
春
秋
左
氏
伝
序
」
と
「
史
」
の
宣
揚
」（『
狩
野
直
禎
先

生
米
寿
記
念 
三
国
志
論
集
』
三
国
志
学
会
、
二
〇
一
六
年
）。

（
2
）
孫
盛
の
歴
史
評
に
つ
い
て
は
、
蜂
屋
邦
夫
「
孫
盛
の
歴
史
評
と
老
子

批
判
」（『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
八
一
、
一
九
八
〇
年
）
を
参
照
。

そ
の
ほ
か
、
李
潁
科
「
孫
盛
史
学
初
探
」（『
西
北
大
学
学
報
』
哲
学
社

会
科
学
版
、
一
九
八
四
―
四
、
一
九
八
四
年
）、
李
中
華
「
孫
盛
儒
学
思

想
述
評
」（『
晉
陽
学
刊
』
一
九
九
二
―
五
、
一
九
九
二
年
）、
喬
治
忠

「
孫
盛
史
学
発
微
」（『
史
学
史
研
究
』
一
九
九
五
―
四
、
一
九
九
五
年
）、

宮
岸
雄
介
「
魏
晋
の
史
学
思
想
─
孫
盛
・
干
宝
を
中
心
に
」（『
富
士
大

学
紀
要
』
三
一
―
一
、
一
九
九
八
年
）
も
あ
る
。

（
3
）
袁
宏
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
衛
広
来
「
袁
宏
与
『
後
漢
紀
』」（『
山
西

大
学
学
報
』
一
九
八
五
―
三
、
一
九
八
五
年
）、
曹
道
衡
「
論
袁
宏
的
創

作
及
其
『
後
漢
紀
』」（『
遼
寧
大
学
学
報
』
一
九
九
二
―
二
、
一
九
九
二

年
）、
中
林
史
朗
「
袁
宏
管
見
―
政
治
的
動
静
と
『
後
漢
紀
』」（『
大
東

文
化
大
学
漢
学
会
誌
』
三
二
、
一
九
九
三
年
）、
龐
天
佑
「
論
袁
宏
的
歴

史
弁
証
法
」（『
史
学
理
論
研
究
』
二
〇
〇
七
―
四
、
二
〇
〇
七
年
）、
石

静
「
袁
宏
的
人
性
論
及
其
玄
学
史
観
」（『
浙
江
学
刊
』
二
〇
一
一
―
六
、

二
〇
一
一
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
4
）
袁
宏
の
王
衍
弁
護
の
理
由
が
、
謝
安
も
批
判
す
る
「
清
談
亡
国
論
」

へ
の
反
論
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
渡
邉
義
浩
「『
世
説
新
語
』
に
お
け
る
貴

族
的
価
値
観
の
確
立
」（『
中
国
文
化
―
研
究
と
教
育
』
七
四
、
二
〇
一

六
年
、『「
古
典
中
国
」
に
お
け
る
小
説
と
儒
教
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一

七
年
に
所
収
）
を
参
照
。

（
5
）『
後
漢
紀
』
に
つ
い
て
は
、
後
漢
の
後
半
期
に
焦
点
を
絞
っ
た
抄
訳
で

あ
る
中
林
史
朗
・
渡
邉
義
浩
『
後
漢
紀
』（
明
徳
出
版
社
、
一
九
九
九

年
）
の
ほ
か
、
李
烈
輝
「
袁
宏
《
後
漢
紀
》
与
档
案
」（『
档
案
管
理
』

一
九
九
三
―
四
、
一
九
九
三
年
）、
劉
海
静
「
従
《
后
漢
紀
》
看
袁
宏
的

政
治
観
及
史
学
批
評
思
想
」（『
河
南
師
範
大
学
学
報
』哲
学
社
会
科
学
版
、

三
七
―
一
、
二
〇
一
〇
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
6
）
裴
松
之
の
『
三
国
志
』
注
に
よ
っ
て
、「
史
」
が
経
学
か
ら
自
立
し
た

こ
と
に
つ
い
て
は
、
渡
邉
義
浩
「「
史
」
の
自
立
―
魏
晉
期
に
お
け
る
別

伝
の
盛
行
に
つ
い
て
」（『
史
学
雑
誌
』
一
一
二
―
四
、
二
〇
〇
三
年
、

『
三
国
政
権
の
構
造
と
「
名
士
」』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
四
年
に
所
収
）

を
参
照
。

（
7
）
司
馬
彪
の
『
続
漢
書
』
が
、
後
漢
の
制
度
を
後
世
の
鑑
と
し
よ
う
と

し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
渡
邉
義
浩
「
司
馬
彪
の
修
史
」（『
大
東
文
化

大
学
漢
学
会
誌
』
四
五
、
二
〇
〇
六
年
、『
西
晉
「
儒
教
国
家
」
と
貴
族

制
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
〇
年
に
所
収
）
を
参
照
。

（
8
）『
後
漢
紀
』
に
付
け
ら
れ
た
袁
宏
の
史
評
に
つ
い
て
は
、
王
紀
録
「
袁

宏
史
論
新
探
」（『
蘭
州
学
刊
』
一
九
九
三
―
四
、
一
九
九
三
年
）、
周
文

玖
「
袁
宏
史
学
思
想
再
検
討
」（『
済
寧
師
専
学
報
』
一
七
―
二
、
一
九

九
六
年
）、
楊
朝
蕾
「〝
一
時
文
宗
”
袁
宏
的
《
後
漢
紀
》
史
論
芸
術
」

（『
江
漢
大
学
学
報
』
人
文
科
学
版
、
二
九
―
五
、
二
〇
一
〇
年
）
な
ど

が
あ
る
。
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（
9
）『
礼
記
』
礼
運
篇
の
「
天
下
爲
公
」
に
基
づ
く
禅
譲
の
正
統
性
に
つ
い

て
は
、
渡
邉
義
浩
「
三
国
時
代
に
お
け
る
「
公
」
と
「
私
」」（『
日
本
中

国
学
会
報
』
五
五
、
二
〇
〇
三
年
、『
三
国
政
権
の
構
造
と
「
名
士
」』

前
掲
に
所
収
）
を
参
照
。

（
10
）
後
漢
を
衰
退
さ
せ
る
外
戚
・
宦
官
、
お
よ
び
そ
れ
に
抵
抗
し
た
「
党

人
」
に
つ
い
て
は
、
渡
邉
義
浩
『
後
漢
国
家
の
支
配
と
儒
教
』
雄
山
閣

出
版
、
一
九
九
五
年
）、「
党
人
」
の
自
律
的
秩
序
が
「
名
士
」
に
継
承

さ
れ
る
こ
と
は
、
渡
邉
義
浩
「
漢
魏
交
替
期
の
社
会
」（『
歴
史
学
研
究
』

六
二
六
、
一
九
九
一
年
、『
三
国
政
権
の
構
造
と
「
名
士
」』
前
掲
に
所

収
）
を
参
照
。

（
11
）
袁
宏
が
玄
学
の
思
想
を
持
つ
こ
と
に
つ
い
て
は
、
汪
高
鑫
「
論
袁
宏

史
学
思
想
的
玄
学
傾
向
」（『
史
学
史
研
究
』
二
〇
〇
五
―
一
、
二
〇
〇

五
年
）、
董
文
武
・
高
秀
芬
「
易
学
与
袁
宏
的
歴
史
観
」（『
福
建
師
範
大

学
学
報
』
哲
学
社
会
科
学
版
、
二
〇
〇
六
―
五
、
二
〇
〇
六
年
）
を
参
照
。

（
12
）
袁
宏
の
『
名
士
伝
』
に
つ
い
て
は
、
松
浦
崇
「
袁
宏
『
名
士
伝
』
と

戴
逵
『
竹
林
七
賢
論
』」（『
中
国
文
学
論
集
』
六
、
一
九
七
七
年
）、
張

亜
軍
「《
世
説
新
語
》
注
引
袁
宏
《
名
士
伝
》
考
略
」（『
古
籍
整
理
研
究

学
刊
』
二
〇
一
〇
―
〇
三
、
二
〇
一
〇
年
）
を
参
照
。

（
13
）
戴
逵
の
『
竹
林
七
賢
論
』
に
つ
い
て
は
、
前
注
引
松
浦
論
文
の
ほ
か
、

蜂
屋
邦
夫
「
戴
逵
に
つ
い
て
―
そ
の
芸
術
・
学
問
・
信
仰
」（『
東
洋
文

化
研
究
所
紀
要
』
七
七
、
一
九
七
九
年
）、
王
淑
梅
「
戴
逵
《
竹
林
七
賢

論
》
探
微
」（『
徐
州
師
範
大
学
学
報
』
哲
学
社
会
科
学
版
、
三
五
―
五
、

二
〇
〇
九
年
）
を
参
照
。

（
14
）
范
曄
の
「
党
人
」
批
判
に
つ
い
て
は
、
吉
川
忠
夫
「
范
曄
と
後
漢
末

期
」（『
古
代
学
』
一
三
―
三
・
四
、
一
九
六
七
年
、『
六
朝
精
神
史
の
研

究
』
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
四
年
に
所
収
）
を
参
照
。
ま
た
、『
後
漢
紀
』

と
『
後
漢
書
』
の
比
較
に
は
、
安
部
聡
一
郎
「
袁
宏
『
後
漢
紀
』・
范
曄

『
後
漢
書
』
史
料
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
―
劉
平
・
趙
孝
の
記
事
を
中
心

に
」（『
史
料
批
判
研
究
』
五
、
二
〇
〇
〇
年
）、
楊
俊
光
「
浅
論
袁
宏

《
後
漢
紀
》
与
范
曄
《
後
漢
書
》
史
学
思
想
之
異
同
」（『
長
春
理
工
大
学

学
報
』
社
会
科
学
版
、
二
五
―
二
、
二
〇
一
二
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
15
）
川
勝
義
雄
『
六
朝
貴
族
制
社
会
の
研
究
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
二

年
）。

（
16
）
范
曄
の
荀
彧
像
に
つ
い
て
は
、
田
中
靖
彦
「『
後
漢
書
』
荀
彧
伝
に
つ

い
て
―
『
三
国
志
』
と
の
比
較
を
中
心
に
」（『
恵
泉
女
学
園
大
学
紀
要
』

二
四
、
二
〇
一
二
年
）
が
あ
る
。

（
17
）『
晋
書
』
巻
九
十
二 

文
苑 

袁
宏
伝
に
、「
後 

東
征
の
賦
を
為
り
、
賦

の
末
に
列
ね
て
江
を
過
り
し
諸
〻
の
名
徳
を
称
す
る
も
、
而
も
独
り
桓

彝
を
載
せ
ず
。
時
に
伏
滔 

先
に
温
の
府
に
在
り
、
又 

宏
と
善
し
、
苦

は
な
は

だ
之
を
諫
む
。
宏 

笑
ひ
て
答
へ
ず
。
温 

之
を
知
り
甚
だ
忿
る
も
、
而

る
に
宏
の
一
時
の
文
宗
た
る
を
憚
り
、
人
を
し
て
顕
問
せ
し
む
る
を
欲

せ
ず
。
後
に
青
山
に
游
び
飲
み
て
帰
る
に
、
宏
に
命
じ
て
同
に
載
せ
し

む
。
衆 

之
が
為
に
懼
る
。
行
く
こ
と
数
里
、
宏
に
問
ひ
て
云
ふ
、「
聞

く
な
ら
く
君 

東
征
の
賦
を
作
り
、
多
く
先
賢
を
称
ふ
と
。
何
の
故
に
か

家
君
に
及
ば
ざ
る
」
と
。
宏 

答
へ
て
曰
く
、「
尊
公
の
称
謂 

下
官
が
敢

て
専
ら
に
す
る
に
非
ず
、
既
に
未
だ

す
に
遑
あ
ら
ず
、
敢
て
之
を
顕

は
さ
ざ
る
の
み
」
と
。
温 

実
な
ら
ざ
る
を
疑
ひ
、
乃
ち
曰
く
、「
君 

何

の
辞
を
為
ら
ん
と
欲
す
」
と
。
宏 

即
ち
答
へ
て
云
ふ
、「
風
鑒 

散
朗
に



 
（15）

し
て
、
或
い
は
捜
し
或
い
は
引
く
。
身
は
亡
す
可
し
と
雖
も
、
道
は
隕

つ
可
か
ら
ず
。
宣
城
の
節
は
、
信
義 

允
と
為
す
な
り
」
と
。
温 

泫
然

と
し
て
止
む
」
と
あ
る
。

（
18
）
謝
安
が
王
坦
之
と
共
に
桓
温
の
簒
奪
を
防
い
だ
こ
と
、
お
よ
び
『
世

説
新
語
』が
そ
れ
を
後
世
の
貴
族
に
伝
え
よ
う
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

渡
邉
義
浩
「『
世
説
新
語
』
に
お
け
る
人
物
評
語
の
展
開
」（『
六
朝
学
術

学
会
報
』一
七
、
二
〇
一
六
年
、『「
古
典
中
国
」に
お
け
る
小
説
と
儒
教
』

前
掲
に
所
収
）
を
参
照
。

（
19
）『
晋
書
』
巻
八
十
二 

習
鑿
歯
伝
に
、「
是
の
時 

温 

非
望
を
覬
覦
す
れ

ば
、
鑿
歯 

郡
に
在
り
て
、
漢
晋
春
秋
を
著
し
て
以
て
之
を
裁
正
す
。
漢

の
光
武
よ
り
起
こ
し
、
晋
の
愍
帝
に
終
は
る
。
三
国
の
時
に
於
て
、
蜀

は
宗
室
な
る
を
以
て
正
と
為
し
、
魏
武
は
漢
よ
り
受
け
晋
に
禅
る
と
雖

も
、
尚
ほ
簒
逆
と
為
す
。
文
帝 

蜀
を
平
ら
ぐ
る
に
至
り
、
乃
ち
漢
の
亡

と
為
し
て
晋 

始
め
て
焉
に
興
る
。
世
祖
の
諱
た
る
炎
も
て
興
る
を
引
き

て
禅
受
す
る
と
為
し
、
天
心
は
勢
力
を
以
て
強
く
せ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る

を
明
ら
か
に
す
る
な
り
。
凡
そ
五
十
四
巻
」
と
あ
る
よ
う
に
、
習
鑿
歯

は
『
漢
晋
春
秋
』
を
著
し
、
桓
温
の
禅
譲
の
意
を
防
ぐ
た
め
、
蜀
漢
を

正
統
と
し
て
曹
魏
の
革
命
を
簒
奪
と
し
た
、
と
い
う
。

�

（
早
稲
田
大
学
）

　


